



















































































渡部周子：黒田清輝の《木かげ》の「少女」 － 2 －



































































































































































































































姓などでも汚い服装で余り良いものではない」と感じていたのである。それにも関わらず、絵を描いて て「非常に愉快に る」のは「詩によつて感ずる」 のに基づくのだと述べる。現実には目にすることのできない「神代」の風景を 牧場に見出すことが出来るのは、文学から引喩に基づいてのことだったことがうかがえる。　
ただし、明治三十年代の黒田の制作意図は、西洋から学んだ象徴主



















































































































































（一九〇〇年） ［図３］ 、近藤浩《草刈乙女》 （一九〇七年）等、複数展示され、また、黒田は《赤小豆の簸分》 （一九一八年） ［図４］がそうであるように、その晩年においても、 「農民の少女」を描いている。　
ただし、繰り返しになるが、社会状況とかけ離れていることが、 《木














































































ps, le désir et 
l'horreur: essais sur le dix-neuvièm























































































「草の上に強き日光のきれたる具合は中々いゝ」 （渦外山人「白馬会画評の殿り（五） 」 『毎日新聞』一八九八年十二月四日、一頁） 「木蔭を漏るゝ日光が大木の幹や女の着物に写りて金紙をベタ貼りしたるが如くに見ゆる杯ハ不感服の手際なり」 （愛畫素人投「白馬会の油絵を見る」 『都新聞』一八九八年十
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「村女」 「農家の女」 「百姓の女」 「少女」等、様々に称していた。 「農民」という見慣れぬモティーフを、呼び慣らわす呼称が確立していなかったためだと考えられる。黒田自身、 《木かげ》の人物像を「田舎娘」と呼んでいる（逗子黒田筆東京久米桂一郎宛書簡、一八九八年六月二四日、黒田前掲書、二九二頁所収） 。なお、年少の男女全体を指す言葉だった 少年」のなかから、女子を隔離する語としての「少女」が健在化 るのが一八九五年頃であり、また一九〇〇年代に一般化して行くとする説がある（久米依子『 「少女小説」の生成
 ―
 ジェンダー・ポリティクスの世紀』青弓社、二〇一三年、

























































































































女小説が描い 「女中 を分析するこ によって 指摘して るところである（渡部前掲書所収） 。 「農民 少女」 意味や機能は、 「女中」とも異なっていることが想定され 今後発展性のあ 課題だといえよう。
（付記）　　
本研究はＪＳＰＳ科研費
 JP
15K
01938 の助成による成果の一部である。
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